
ISOC  (Internet Society)、ISOC-JP( 日本支部)

１。組織の概要

ISOC( イン タ ー ネット ・ ソ サエ テ ィ囗 よ、1992 年 にlｔy され

た もの で 、 米 国 バ ー ジ二 万･卜冂 ワ シ ント ン の 近 く囗 こ本 部をiiIII'l

く、 イン ター ネット 関 係 で は 最 人の 非 宮 利 川 体で あ る　 こ の 組

織は　刊 の ㈲ な的 な 学 会であ るが 、 業 劉 ヽ｣'|体 の よう な性 格も 持

-.Jて いる　 会口 数 は 個 人が約6,200 人で 、そ のう ちア メリ カ 人が

約2.500人、 日 本人は 約30 0人とな９ て い る

11111ヽ rni（ヽ がNSI 社| 杜 に独 占 させ て い た 袰務 ぽ･ 数 料収 人があ る ）

をも９ と 多く の レ ジ スト ラ ーに 分 担 し てや らせ る こ と に な-J て

い る　こ の 案の推 進 はISOC が中 心 とな９ で 進め ら れた

（４）会誌 の発 行

18ペ ー ジ程度 の［O  n T11e 1111erｎｃｌ,ljが 年6 川I:|］行さ れてい る

こ のほ か厂,Uf･ メー ルに よる ニュ ー ス配 信が 毎 月111111117度ある

リムISO  Cには，企宸も会凵として剔JIIレC いてバ|づ偵 が　3.  ISOC-JP  (日本支部）

50 ,00 0ドルおよび25.( 00ドルのゴールド会Ｈ、10,000 ドルのIIﾐ会
H 、I川0 ドルの竹助会Ｈが介わせて約200扞ある　個人の年公賈

は35ドルである

Iso cの迦営は15名からなるJI鬥r会で行われている　日本から

のJ’|け は筆行および付垰純教授（慶應義塾人学）である

2｡ 活動内容

ISO Cは、国際的にいろいろな活動をij≒ ているが、そのi{な

ものは、次のとおりである

（１）年1 回のINET 国 際 会議

92 年 は 神戸 、93 年 は サ ンフ ラ ン シスコ 、91 年 はプ ラハ （チj･l

コ ）、95 年 は ホ ノ ル ル、96 年は モ ン ト リ オ ー ル ｛カ ナ ダ｝、97 年

は クア ラ ルンプ ー ル （マレ ー シア ）でljl』か れた　98 年のINI｛Ｔ’98

は7J｝に ジュ ネーブ で 開 催さ れるこ とに な９ てい る

(２) イ ン タ ー ネ ッ ト 技 術 の 国 際 標 準 化

こ れ ばI ΛＢ(Ilm･r ｎｅｌ ΛΓI'lltlヽrt lire Ｂｏ;II汕 の ド に あ るIETF

(lnlcl･ｎｃ囗{ ｎｇｉｎｃｅril唄 Ｔ;lsｋ Ｆｏrｃｃ} を 中 心 に 行 わ れ て お り 、

ISOC が 資 金 面 そ の 他 で 援 助 し て い る　 イ ン タ ー ネ ッ ト 技 術 の 特

徴 は 、 技 術 開 発 と そ の 標 準 化 か Ｈ{ＴＦ と い う.Iμ} 枳 組 織 で ボ ト ム

ア ッ プ に 行 わ れ て い る こ と で あ る　IKTF の メ ン バ ー は 、 常 時 メ

ー ル を と お し て 辿 絡 を と り 介 い 、 プ･ロ ト タ イプ を 開 発 し て い て 、

年3 回 の|';lce 巾)心 ｃｃ の 会 介 で も の ご と を 決 め る の で 、 標 準 化 の

プ ロ 七 ス は 速 い　 最 近 のiﾓ1 次 テ ー マ はIP ｖ6 に欠|||:代 プ ロ ト コ ル)

お よ び モ ー ビ ル技 術 で あ る

(3)  IP ア ド レ ス と ド メ イ ン 名 の 割 り 当 て

IP ア ド レ ス や ボ ー ト 喬 り･な ど の 割 り ヽliて は こ れ ま で1 ΛＮΛ

（Ilm ヽrｎ（ヽし へｓｓｉｇｎ（ヽd Nｕｍｂｃr Λｕnlority ） が 米 政 府 の 資 金援 助 で

行 わ れ て き た が 、98 年 か ら 政 府 拔 助 か 打 ち 切 ら れ る た め 、 ど う

す る か がISO  C の 関 係 片 の 間 で も 検 討 さ れ て い る

ま た 、 ト ッ プ レ ベ ル の ド メ イ ン 名 （TLI ）） を 拡 張 す る 計111111が

ISO  C で ま と め ら れ 、97 年 を と お し て 活 発 な 議 論 が 行 わ れ た　 こ

れ は 、 従 来 、eom iﾓ 体 で あ ９ た ド メ イ ン 名 ぼ ＬＤ ） に 、firm 、

ｓhol〕ヽ info 、 ｗｄ】、　rｃｃ、arts.  110111　（ 佃 人 名 ） を 追 加 し よ う と い

う も の で あ る　 ま た 厂､I舮 ドli て に つ い て は 、 米 政 府 の 援 助 で

●インタ ーネット白書'98

こ れは 、1991 年8JI に、ISO  C 支部とし て 初め て､認､め られ た 支部

であ り、jl 本に 在仕す るISO  C 会口 は 自動 的 に 、ISO  C-､IP会口 と

なる　 こ の 川本 支部で は 、 と くに 会賞 は 徴 収せ ず、 も９ ぱ ら ボ

ラ ンテ イア 活動 で 運 併 さ れて い る　 役Ｕ は 、 筆 各の ほ か 、 後 藤

滋伺 氏 （111･稲|||人学 ）、 村 片純氏 、 人|||昌 ぞ:氏 （ 束 京ll 叉 人学 ）

などで ある

ISOC ＞.IP のiﾐ な 活動 とし ては 、 年31111開か れ るIETI 叶|匐ll会が

あ る　 こ れは、II｛TF に 川席 し た 人 々に 、IETF で いろ いろ な イン

ター ネ･川･ 技 術 につ い て どん な 議 論 が 行 わ れた か を 根占 して も

らう 会であ る

｢石|叩I'｣吹 ・ 日本 イン ター ネット 協会yl 彁会長)

IS()Ｃ の ホ ー ム ペ ー ジ　hHIJ:　 Ｗ ＷＷ.iSOC.Ｏ印

ISO  C-､IP の ホ ー－ム ペ ー ジ　| Ⅲp:　 ＷＷ Ｗ.i;I.i.Ｏ･･.jp iSO C-jl〕
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